
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
と
、農
用
地
区
域
の
設
定

な
ぜ
見
直
し
を
す
る
の
か

昭
和
四
十
七
年
度
に
農
振
計
画
を
策

定
し
五
ヶ
年
を
経
過
、
そ
の
問
社
会
的

、
経
済
的
諸
条
件
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
法
律
に
よ
り
国
、
県
道
等
か

ら
そ
の
両
側
二
百
米
の
範
囲
内
に
あ
る

土
地
に
つ
い
て
一
部
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
法
律
の

適
川
期
限
も
切
れ
、
将
来
十
年
先
を
見

通
し
た
計
画
を
こ
の
度
樹
立
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

農
振
法
に
よ
り
集
団
的
農
川
地
、
開

発
し
て
集
団
的
農
用
地
と
す
る
こ
と
が

適
当
な
土
地
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
農

用
地
区
域
に
編
入
し
、
農
地
を
守
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
用
地
区
域
に
細
入
し
た
場
合
の
、

恩
恵農

地
（
将
来
農
地
と
し
て
利
用
す
る

土
地
も
含
む
）

川
地
区
域
に
編
入

す
れ
ば
、
現
在
ふ
町
で
進
行
中
の
圃
場

整
備
事
業
、
農
迫
、
用
排
水
路
等
の
土

地
改
良
亊
業
の
対
象
と
な
り
、
事
業
を

実
施
し
た
場
合
、
岡
や
県
の
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

規
制

農
用
地
等
（
田
、
普
通
畑
、
樹
園
地

、
採
草
放
牧
地
、
農
業
用
施
設
用
地
）

を
農
用
地
区
域
に
編
入
し
た
場
合
、
原

則
と
し
て
農
用
地
外
の
地
目
へ
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

⑧
農
用
地
区
域
の
設
定

昨
年
十
二
月
よ
り
農
業
連
絡
員
集
会

、
部
落
集
会
（
関
係
部
落
）
で
意
見
を

聞
き
、
ま
た
農
業
委
員
会
に
諮
問
し
、

県
の
指
導
や
関
係
者
の
意
見
の
調
整
を

図
り
次
の
区
域
に
つ
い
て
は
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
し
、
左
記
以
外
の
農
地
に

つ
い
て
は
農
用
地
区
域
と
し
て
設
定
し

ま
す
。

①
湯
免
地
区
う
回
道
路
の
内
側
の

農
地
、
お
よ
び
う
回
道
跡
よ
り
爿

側
の
東
西
そ
わ
そ
わ
百
米
内
の
農

地
南
側
は
う
回
道
路
よ
り
外
側
五

十
米
内
の
農
地
、
湯
免
幹
線
道
附

近
に
つ
い
て
は
道
路
よ
り
両
サ
イ

ド
そ
れ
ぞ
れ
百
米
内
の
農
地
。

②
市
参
道
添
い
北
側
五
十
米
の
農

地
で
市
。
中
本
宅
か
ら
生
島
へ
通

ず
る
県
珀
に
は
さ
ま
れ
た
区
域

③
明
倫
小
学
校
運
動
場
含
む
」

東
側
沿
七
十
米
内
の
農
地

＠
公
民
館
、
中
学
枚
講
堂
、
同
氏

グ
ラ
ン
ド
と
中
村
よ
り
豊
原
に
通

じ
る
道
路
並
び
に
・
国
鉄
山
陰
線
に

囲
ま
れ
た
広
地

両
県
道
野
波
瀬
入
口
、
中
村
商
店

よ
り
森
永
宅
問
の
県
道
よ
り
黔
側

で
山
林
に
至
る
ま
で
の
農
地

⑥
国
鉄
長
門
三
隅
駅
よ
り
長
門
市

駅
に
至
る
鉄
道
と
田
迫
一
九
一
号

線
に
囲
ま
れ
た
区
域
の
農
地

⑦
豊
原
保
育
所
か
ら
浅
田
、
正
国

宅
に
至
る
間
の
田
通
一
九
一
号
線

の
北
側
五
十
米
の
区
域
の
農
地

⑧
小
島
関
連
迫
よ
り
東
側
添
い
五

十
米
の
区
域
内
の
農
地

⑨
山
本
開
作
の
海
岸
堤
と
う
問
の

国
道
の
北
側
で
三
隅
川
、
小
島
関

連
道
、
日
本
海
に
囲
ま
れ
た
区
域

の
農
地

⑩
農
用
地
外
へ
の
転
用
が
具
体
化

し
農
業
連
絡
員
を
通
し
て
申
し
出

の
あ
つ
た
農
地

◇
昭
和
四
十
七
年
度
の
計
画

策
定
時
に
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
申
請
が
あ
り
、
現
在
農

用
地
外
へ
地
目
変
更
さ
わ
て

い
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、

こ
の
度
申
し
出
が
な
け
れ
ば

農
用
地
区
域
に
編
入
し
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い

公
告
縦
覧

二
月
初
よ
り
末
日
ま
で
の
予
定
で
農

用
地
設
定
に
つ
い
て
公
告
縦
覧
に
供
し

ま
す
の
で
、
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
是
非
ご
確
認
下
さ
い
。

▲
縦
覧
先

町
役
場
経
済
課
農
振
係

◇
確
定
申
告
受
付
◇

三
月
三
日
（
木
）

九
・
・
3
0
～
一
六
：
0
0
三
隅
町
公
民
館

二

月

の

税

金

固
定
資
産
税
第
四
問
分
・・・
２
月
2
8
日
迄

春

季

全

国

火

災

予

防

運

動

の

実

施

一
、
目
的

こ
の
連
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
、
荳
だ
、
季
節
風
等
に
よ
り
大
火

に
な
り
や
す
い
頤
開
を
知
え
る
に
あ

た
り
、
岡
民
の
火
災
予
防
思
想
の
高

揚
を
は
か
り
、
火
災
を
防
止
し
火
災

に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

二
、
統
一
標
語

「
火
災
は
人
災

防
ぐ
は
あ
な
た
／
」

三
、
実
施
期
閼

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
八
日
／ヽ
三

月
十
三
日
ま
で

四
、
実
旃
事
項

①
口
庖
で
火
算
予
防
に
つ
い
て
話
し

（
’
う
。

ア
。
た
ば
こ
い
投
げ
捨
て
と
寝
た

ば
こ
の
防
止イ

、
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ

の
正
し
い
使
用

ウ
、
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の

元
点
検
の
徹
底

エ
、
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の

備
え
付
け

②
学
校
や
職
場
で
火
災
予
防
に
つ

い
て
話
し
合
う

ア
、
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識

の
普
及

イ
、
消
防
計
画
等
の
周
知
徹
底

と
訓
練
の
実
施

ウ
、
避
難
路
の
安
全
確
保

４

所得税・贈与税の
申告はじまる／

今
年
も
碓
定
申

告
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
袤
し
た
。

所
得
税
の
碚
定

申
告
は
二
月
一
六

日
か
ら
、
ま
た
贈

与
税
の
巾
告
は
二

月
一
日
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
始
ま
口
ま
す

申
告
問
限
は
ど
ち

ら
も
三
月
一
五
日

（
火
）
ま
で
で
す

が
。
期
限
間
近
か

に
な
り
ま
す
と
税
務
署

の
窓
口
も
大

変
混
雑
し
て
、
落

着
い
て
相
談
で
き

な
か
っ
た
り
、
艮
い
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
目
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
次

の
と
お
り
で
す
がへ
今
年
は
、
所
得
税

法
の
改
正
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

、
一
年
間
の
所
得
を
よ
く
計
算
し
て
お

確
か
め
の
う
え
、
確
定
申
告
が
必
要
か

ど
う
か
は
っ
き
り
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
方
は
、
電
話
等
で
も
結
構
で
す
の
で

、
お
早
め
に
御
相
談
い
た
だ
く
よ
う
ぉ

願
い
し
ま
寸
、

一
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外
の
方
で
、
五

一
年
中
の
所
得
が
配
偶
者
控
除
や
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
人

ニ
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
給
与
の

仁
収
が
一
千
万
円
か
超

え
る
人
や
給

与
以
外
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
凡

る
人
な
ど
で
す
。

な
お
、
所
得
搾
除
の
主
な
も
の
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
　
基
礎
控
除
　
　
　
　
　

二
六
万
円

二
　

配
偶
者
控
除
　
　
　
　

二
六
万
円

三
　

扶
養
控
除
（
一
人
に
っ
き
）
采
万
円

四

社
会
保
険
料
控
除

支
払
額
の
全
額

五
　

怖
命
保
険
料
控
除
　
皿
高
五
万
円

ま
仁
。
贈
与
祝
は
、
佃
人
か
ら
財
産

を
も
にり
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
六
〇
万
円
で
す

か
ら
一
年
間
に
六
〇
万
円
を
超
え
る
財

産
を
も
ら
っ
た
人
は
申
告
が
必
要
で
す

っ
ぎ
に
、
確
定
申
告
書
の
書
き
方
等

の
説
明
会
と
確
定
申
告
の
受
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
確
定
申
告
説
明
会
◇

二
月
一
七
日
（
木
）
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：
0
0
～
一
六
：
呂
三
隅
町
公
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